
日野市教育委員会の取組
ひとりひとりに必要なアプローチをすべての子に

令和５年度 多摩地区指導主事及び学校リーダー研修会（第３回）
「通常の学級と特別支援教室との連携・協力による指導や支援の充実」



１．はじめに 市立学校について

２．市の取組について

３．市立学校における実践事例紹介

４．学校リーダーとしての特別支援教育コーディネーター

令和５年度 多摩地区指導主事及び学校リーダー研修会（第３回）
「通常の学級と特別支援教室との連携・協力による指導や支援の充実」



１．はじめに 市立学校について

小学校１７校、中学校８校（市立幼稚園３園）

令和５年５月１日現在 小学生 ９,３７６名 中学生 4，313名

（市立幼稚園在籍５８名）

・特別支援学級（知的障害） 市立小学校６校、中学校３校

・特別支援学級（自閉症・情緒障害） 市立小学校１校、中学校２校

・特別支援学級（病弱） 市立小学校１校（市立病院内）

・通級指導学級（言語・難聴） 言語：市立小学校２校 難聴：市立小学校１校

・特別支援教室（ステップ教室） 市立小・中学校全校

（拠点は小学校８校、中学校４校）

・リソースルーム（市独自事業） 市立小・中学校全校に設置



２．市の取組について

平成１９年３月 「特別支援教育の手引き」発行

平成２２年８月 「通常学級での特別支援教育のスタンダード」発行

平成２６年４月 「特別支援教育スタンダード 校内委員会の1年間月別マニュアル」発行

日野市発達・教育支援センター「エール」を開設

平成１９年度 日野市特別支援教育推進計画の策定

「通常学級での特別支援教育のスタンダード」
東京書籍

「通常学級での特別支援教育のスタンダード
校内委員会の１年間月別マニュアル」

東洋館出版社

「エール」は、0歳から18歳までの発達面、行動面、学校生活面において支援
を必要とする子ども、子どもの育ちについて不安がある保護者の総合的な相
談・支援機関です。福祉部門と教育部門の部署がセンターに設置され、子ども
の育ちに関する相談窓口を一本化し、福祉と教育が一体となって継続的に支
援する仕組みとなっています。

平成１９年度から全国でスタートした特別支援
教育に対して、一年前倒しして平成１８年度を特
別支援教育の本格スタートとして位置づけた。



平成２５年度～令和２年度 文部科学省委託事業「発達障害理解推進拠点事業」

令和２年度～令和４年度 東京都教育委員会委託事業「学校におけるインクルージョンに関す

る実践的研究事業」

これらの研究の成果を生かし、令和５年度から「第６次日野市特別支援教育推進計画」

に基づき特別支援教育を進めています。

ひとりひとりに必要なアプローチをすべての子に

表紙に掲載されている言葉

２．市の取組について



（１）子どもの特性への理解を図るとともに特別支援教育の視点を生かした質の高い教育を行います。 

○学校における特別支援教育の推進体制として校内委員会の充実を図ります。

○「未来に向けた学びと育ちの基本構想（第３次日野市学校教育基本構想）」に示され

ている「一律一斉の学びから自分に合った多様な学びと学び方へ」及び「自分たちで考

え語り合いながら生み出す学び合いと活動へ」の充実を図ります。

○授業のユニバーサルデザイン化を中心にした通常学級での特別支援教育「ひのスタン

ダード」の実践と更新を通し、全ての教員が子どもの特性への理解を深め、指導力向上

に取り組みます。また、特別支援学級の教員には、専門性向上を図る取組を充実させま

す。

「第６次日野市特別支援教育推進計画」推進目標

２．市の取組について



（１）子どもの特性への理解を図るとともに特別支援教育の視点を生かした質の高い教育を行います。 

○学校における特別支援教育の推進体制として校内委員会の充実を図ります。

○「未来に向けた学びと育ちの基本構想（第３次日野市学校教育基本構想）」に示され

ている「一律一斉の学びから自分に合った多様な学びと学び方」及び「自分たちで考え

語り合いながら生み出す学び合いと活動」の充実を図ります。

○授業のユニバーサルデザイン化を中心にした通常学級での特別支援教育「ひのスタン

ダード」の実践と更新を通し、全ての教員が子どもの特性への理解を深め、指導力向上

に取り組みます。また、特別支援学級の教員には、専門性向上を図る取組を充実させま

す。

「第６次日野市特別支援教育推進計画」推進目標

２．市の取組について

・特別支援教育コーディネーターの複数指名

・校内委員会で行うことの明確化

・定期的な校内委員会の開催

・スクールソーシャルワーカーが入りやすい環境

づくり 等

スクールソーシャルワーカーは日野市
発達・教育支援センター「エール」と
日野市子ども家庭支援センターの両方
に所属しています。
※教育委員会と市長部局の兼務発令が
出ている職員がおり、組織的に福祉
と教育の一体化が図られています。



（１）子どもの特性への理解を図るとともに特別支援教育の視点を生かした質の高い教育を行います。 

「第６次日野市特別支援教育推進計画」推進目標

２．市の取組について

第３次日野市学校教育基本構想（平成３１年３月発行）

第３次日野市学校教育基本構想は、各学校
における校内研究で具現化を図っています。  
校内研究では、対話の時間を多くとるなど、
通常の学級と特別支援教室との連携・協力に
欠かすことのできない、教職員が日常的に相
談しやすい環境づくりも行っています。



（１）子どもの特性への理解を図るとともに特別支援教育の視点を生かした質の高い教育を行います。 

特別支援教育に関する研修会（令和５年度）

研修名 研修内容（一部を抜粋） 対象者 年間実施回数

転入者研修
転入・新任管理職研修

日野市の特別支援教育
転入者、
転入・新任管理職

１回

特別支援教育
管理職研修会

ひのスタンダード
校内委員会の充実等

管理職（いずれか１名） ２回

特別支援学級研修会 授業研究
特別支援学級担任、
通常の学級担任等の希望者

７回
（知的６回・情緒１回）

特別支援教室研修会 授業研究
特別支援教室巡回指導員、
通常の学級担任等の希望者

７回

通級指導学級研修会 授業研究
通級指導学級担任、
通常の学級担任等の希望者

１回

特別支援教育
コーディネーター研修会

発達検査の利活用
校内委員会の充実等

特別支援教育コーディネーター、
代表１名以上

４回

特別支援教育基礎研修 応用行動分析を生かした指導 初任者、希望者 １回

特別支援教育専門研修 学びのユニバーサルデザイン
（Universal Design for Learning （UDL））

各学校で特別支援教育を推進する教
員、希望者

１回

「第６次日野市特別支援教育推進計画」推進目標

２．市の取組について



特別支援教育管理職研修会 協議の様子

２．市の取組について

令和５年度の特別支援教育管理
職研修会では、日野市における特
別支援教育の進め方や交流及び共
同学習について等の講演会を聞い
た後、校内委員会についてや不登
校を含む特別な配慮を必要とする
児童・生徒への対応について協議
をしました。

中学校区ごとに分かれて協議
をしている様子です。



特別支援教室・通級指導学級研修会

２．市の取組について

児童・生徒が緊張しないよう、
できるだけ日常の授業に近い環
境で研究授業を行います。
参観者がオンラインで授業参

観をしている様子です。

小・中学校の特別支援教室の巡
回指導員だけでなく、通常の学級
で指導している教員や、養護教諭
も参加しています。
小・中学校の教員が一緒に研修
する機会を設けることで校種間の
指導の交流も行っています。

研究授業 ⇒ 協議 ⇒ 講師の先生からの指導・講評



２．市の取組について

同じ学校の教員がいないグルー
プをつくり、研究授業についての
協議を行います。
毎回、参観の視点を設け、研究
授業に対する協議を行います。
都立特別支援学校の特別支援教
育コーディネーターや教員も参加
しています。

良かった点、改善点を付箋に
記入し、拡大した指導案等に貼
りながら協議を進めています。

特別支援教室・通級指導学級研修会 研究授業 ⇒ 協議 ⇒ 講師の先生からの指導・講評



２．市の取組について
特別支援学級研修会 研究授業 ⇒ 協議 ⇒ 講師の先生からの指導・講評

研究授業は、学級単位の活動に
おける、個の実態に応じた手だて
や、観察児童・生徒の動きに焦点
を当てて授業を参観します。
特別支援教室研修会と同様、異
なる学校、校種の教員でグループ
となり、協議を行います。
心理学を学ぶ大学生や大学院生、
教員を志望する学生等が参加する
こともあります。
特別支援教育に携わる教員養成
や心理士養成の場にもなっていま
す。



２．市の取組について
特別支援教育コーディネーター研修会

発達検査を生かした指導方法、
校内での「ひのスタンダード」の
推進、校内委員会の進め方、情報
交換等を行いながら、特別支援教
育コーディネーターとしての力量
を高めています。
幼稚園・小学校・中学校・特別
支援学校と、校種を超えた関わり
もあります。

ワークシートは、管理職を通して、
返却しています。

各学校における特別支援
教育の研修会の実施状況
について御記入ください。



２．市の取組について

ひのスタンダード
特別支援教育における包み込むモデル

地域環境

学校環境

学級環境

指導方法

個別的配慮

●子ども

場の構造化、刺激量の調整、ルール
の明確化、クラス内の相互理解の工
夫等の視点で学級環境を整える。

組織作り、理解・啓発、連携等の
視点で学校環境を整える。

時間の構造化、情報伝達の工
夫、参加の促進、内容の構造
化等の視点で授業における指
導方法を考える。

リソースルーム
特別支援教室
通級指導学級

参考：「通常学級での特別支援教育のスタンダード」
東京書籍

すべての子に対して
「特別ではない支援教育」を成す



（２）一人一人の子どもが安心して豊かに学べる教育環境を整備し、特別支援教育推進体制を充実させます。 

「第６次日野市特別支援教育推進計画」推進目標

２．市の取組について

○小・中学校の通常の学級及び特別支援教室における指導力の向上、支援体制の充実

を図ります。

○ニーズに応じた特別支援学級を設置します。

○リソースルームにおける指導力の向上を図ります。

市主催の研修会だけでなく、各学校においても特別支援教育に関する研修会を開催

しています。

  日野市では、必要に応じて日野市発達・教育支援センター「エール」で発達検査を受

けることができます。また、各学校で発達検査を受けることができる仕組みもあります。



（３）幼児期から学校卒業後まで、切れ目のない相談・支援体制を、市全体で推進します。 

「第６次日野市特別支援教育推進計画」推進目標

２．市の取組について

○日野市発達・教育支援センター「エール」を中心に、幼稚園、保育園、小・中学校、高等

学校、特別支援学校をはじめ、福祉、保健、医療等の関係機関と連携した切れ目のない

相談・支援体制を構築します。

○福祉と教育が一体となって、子どもの支援情報を切れ目なくつなぐかしのきシート（個

別の支援計画・学校生活支援シート）を関係機関と連携し運用します。

かしのきシート（個別の支援計画・学校生活支援シート）は、電子システムを活用して、

データでやり取りができます。また、かしのきシート（個別の支援計画・学校生活支援

シート）は校務支援システムを活用して入力することができます。



（４）家庭や地域との連携を一層進め、共生社会の実現を目指します。 

「第６次日野市特別支援教育推進計画」推進目標

２．市の取組について

○すべての日野の子どもたちが共に学び育つことができる共生社会を実現するため、子

どもたちに共生社会の理解・啓発を進めるとともに、交流及び共同学習の推進、副籍

制度の推進、特別支援学校との連携を図ります。

「学校におけるインクルージョンに関する実践的研究事
業」リーフレット及び紀要は、こちらの二次元コードを
読み取って、市のWebサイトからご覧ください。



特別支援教室の理解のためのお便り

３．市立学校における実践事例紹介

「行ってらっしゃい」
「ただいま」
と子供たち同士で言い合える特別支援教室になるために
は、教員だけでなく周囲の児童・生徒の理解が不可欠です。
お便りを活用して、担任の先生が、子供たちにステップ教
室について説明し、ステップ教室の理解推進をしています。

「ステップ教室に行って自分の苦手をなくしたい！」
と担任の先生に相談する子供もいます。

ここには、ステッ
プ教室の先生の
紹介が書かれて
います。



特別支援教室の理解のためのお便り

３．市立学校における実践事例紹介

中学校においてもステップ教室便りを配布し、保護
者の皆様にも、特別支援教室の巡回指導員と在籍学
級担任、保護者の連携が必要であることをお知らせし
ています。

ここには、ステップ教
室の先生の紹介が
書かれています。



特別支援教室入室・退室に向けての資料

３．市立学校における実践事例紹介

日野市では、校内委員会の議事録とは別に、特別支
援教室入室・退室に向けて、左のような校内委員会の
記録を作成しています。
   校内委員会の記録を作成することで、担任だけでな
く、様々な人が関わりながら支援レベルを確認すること
ができます。

５ 適切で、明らかに改善している。 
４ 適切であり、徐々に改善している。 
３ 適切であると考えるが、改善は見られない。
２ 改善の兆候は見られない。 
１ 指導方法の再検討が必要である。 

各段階の評価は、指導の目標に対して、以下を基準としています。



特別支援教室巡回指導員と通常の学級の担任や教科担任との連携

３．市立学校における実践事例紹介

在籍学級・特別支
援教室の連携プラン
を活用しながら、在
籍学級の指導の手
だて、特別支援教室
の指導の手だてを
確認します。
これら以外にも日
常的に特別支援教
室の担任と通常の
学級の担任等が情
報交換をしています。



特別支援教室巡回指導員の指導を動画で見る仕組み

３．市立学校における実践事例紹介

特別支援教室で作成し
た「こんなときどうする？」の
動画を共有し、在籍学級の
先生方が見て指導方法を
確認する仕組みもあります。

学校Webサイトに指導の様
子が掲載されています。

日野第五小学校 学校Webサイトより https://www.hino-tky.ed.jp/e-hino5/ （令和５年10月15日参照）

https://www.hino-tky.ed.jp/e-hino5/


校内委員会（支援委員会）

４．学校リーダーとしての特別支援教育コーディネーター

【参加者】
・管理職
・生活指導主任
・特別支援教育コーディネーター
・学級担任
・学年主任
・養護教諭
・スクールカウンセラー
・スクールソーシャルワーカー 等

【内容】
・特別支援教室等の入退室について
・転学・転籍
・巡回心理相談
・実態把握
・出席状況の確認
・個に応じた支援について 等

【開催方法の例】
（小学校）
・毎週１５分ずつ夕会で実態把握
し、月に２回の支援委員会で特別
支援教室の入退室等について検討
する。

（中学校）
・毎週１単位時間校内委員会を開
催する。

情報は紙ではなく関係者のみが見られる状態にし
ており、校内委員会の参加者が会議に持ってくるの
は、校務用パソコンだけの状態です。
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・スクールソーシャルワーカー 等
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・特別支援教室等の入退室について
・転学・転籍
・巡回心理相談
・実態把握
・出席状況の確認
・個に応じた支援について 等

【開催方法の例】
（小学校）
・毎週１５分ずつ夕会で実態把握
し、月に２回の支援委員会で特別
支援教室の入退室等について検討
する。

（中学校）
・毎週１単位時間校内員会を開催
する。

通常の学級と特別支援教室との連携には、校内委員会における
定期的で組織的な情報交換や日常的な情報収集が欠かせません。
特別支援教育コーディネーターは校内委員会の運営だけでなく

管理職や主幹教諭との連携、職員室内の人間関係構築、関係機関
との連携等、学校組織の中心的存在です。



日野市教育委員会の取組
ひとりひとりに必要なアプローチをすべての子に

令和５年度 多摩地区指導主事及び学校リーダー研修会（第３回）
「通常の学級と特別支援教室との連携・協力による指導や支援の充実」

御清聴ありがとうございました。

参考文献
東京都日野市公立小中学校全教師・教育委員会・小貫悟（2010）『通常学級での特別支援教育のスタンダード』東京書籍
小貫悟・日野市教育委員会（2014）『特別支援教育スタンダード校内委員会の１年間月別マニュアル』東洋館出版社
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